
や
災
害
対
応
の
体
制
を
精
査

し
、
防
災
計
画
を
早
急
に
見

直
す
べ
き
で
は
。

町
長

防
災
計
画
に
よ
り
警
報

発
令
時
、
震
度
４
以
上
の
地

震
発
生
時
は
支
所
を
含
め
各

課
の
職
員
を
召
集
し
、
情
報

収
集
に
あ
た
ら
せ
初
動
体
制

を
取
っ
て
い
る
。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
予
想
さ

れ
る
場
合
、
関
係
課
の
職
員

を
一
時
待
機
さ
せ
、
情
報
収

集
に
あ
た
ら
せ
る
。

　

早
め
に
情
報
収
集
し
、
避

難
勧
告
な
ど
の
発
令
を
し
た

一般質問

高
齢
化
が
進
む
中
で
、

利
用
者
の
要
望
、
意
見

を
取
り
入
れ
、
も
っ
と
利
用

し
や
す
く
、
安
心
で
き
る
交

通
シ
ス
テ
ム
に
見
直
し
を
図

る
べ
き
で
は
。

町
長

21
年
度
か
ら
試
行
運
転

し
、
22
年
度
か
ら
本
格
運
行

を
開
始
し
た
ば
か
り
だ
。　

　

乗
車
人
数
増
で
次
第
に
定

着
し
て
き
て
い
る
。
当
面
は

こ
の
運
行
シ
ス
テ
ム
を
継
続

し
て
い
き
た
い
が
、
住
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
財
政
状
況

な
ど
勘
案
し
検
討
し
た
い
。

「
常
設
診
療
機
関
の
豊

松
地
域
へ
の
設
置
」
の

要
望
に
対
し
て
の
結
論
は
。

町
長

常
設
の
診
療
所
は
、
現

状
で
は
無
理
で
あ
る
。

　

無
医
地
区
へ
の
対
応
は
、

訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
に
シ

フ
ト
し
た
い
が
、
町
立
病
院

で
は
医
師
、
看
護
師
な
ど
ギ

リ
ギ
リ
の
ス
タ
ッ
フ
な
の
で

当
面
む
ず
か
し
い
。

　

交
通
の
確
保
を
早
急
に
検

討
し
た
い
。

独
居
老
人
の
方
々
が
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
い
つ
で
も
相
談
で
き
、
対

応
で
き
る「
安
心
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」の
設
置
を
提
案
す
る
。

町
長

住
民
の
不
安
は
大
変
な

も
の
が
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
。
住
民
の
不
安
解
消
に
も

ひ
と
つ
の
提
案
と
し
て
前
向

き
に
検
討
し
て
み
た
い
。

今
ま
で
に
想
像
で
き
な

い
災
害
が
発
生
し
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
短
時

間
に
集
中
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

が
発
生
し
、
土
砂
崩
壊
に
よ

り
家
屋
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
危
険
箇
所
の
再
調
査

Ｑ

答

問

Ａ

橋本輝久議員

公共交通の見直しを
図るべきでは

民意を取り入れ検討する

Ａ

Ａ

い
。
ま
た
、
10
月
か
ら
携
帯

電
話
の
メ
ー
ル
で
緊
急
速
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
す
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
避
難

勧
告
や
避
難
指
示
、
各
種
警

戒
警
報
な
ど
、
生
命
に
か
か

わ
る
緊
急
重
要
情
報
の
提
供

で
町
内
に
一
斉
に
送
信
す
る

も
の
で
あ
る
。

＝
そ
の
外
の
質
問
＝

＊
町
営
住
宅
に
つ
い
て

Ａ

ＱＱ

Ｑ

提
出
者
＝
寄
定
秀
幸　

賛
成
者
＝
小
川
清
治

　

今
般
の
福
島
第
一
原

発
事
故
の
一
刻
も
早
い

収
束
と
徹
底
的
な
原
因

解
明
を
行
う
と
共
に
、

国
内
全
て
の
原
発
の
立

地
地
域
及
び
周
辺
地
域

の
住
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
「
防

災
指
針
」
を
早
急
に
見

直
し
次
の
事
項
に
つ
い

て
対
策
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

全会一致

意見書を提出しました国
に

１
， 

原
子
力
安
全
規
則
は
、
少
な
く
て
も
従
来
の
想

定
を
は
る
か
に
超
え
た
地
震
・
津
波
に
も
対
応

し
得
る
基
準
に
強
化
す
る
こ
と
。

２
， 

原
子
力
防
災
指
針
の
示
さ
れ
た
Ｅ
Ｐ
Ｚ
（
防
災

対
策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地
域
）
を
改
正

し
、
地
域
防
災
計
画
が
有
効
に
機
能
し
、
各
圏

域
に
と
ら
わ
れ
な
い
広
域
災
害
に
対
応
可
能
な

防
災
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

３
， 

原
子
炉
設
置
（
変
更
）
の
条
件
を
見
直
し
、
自

治
体
の
同
意
を
要
す
る
範
囲
を
拡
大
す
る
こ

と
。

提
出
者
＝
松
本
彰
夫　

賛
成
者
＝
村
上
克
朗

　

平
成
24
年
度
予
算
に

お
い
て
も
、
震
災
対
策

費
を
確
保
し
つ
つ
、
平

成
23
年
度
と
同
規
模
の

地
方
財
政
計
画
・
地
方

交
付
税
が
求
め
ら
れ

る
。

　

平
成
24
年
度
の
地
方

財
政
予
算
全
体
の
安
定

確
保
に
向
け
て
政
府
に

次
の
対
策
を
求
め
る
。

全会一致

１
， 

被
災
自
治
体
の
復
興
費
は
国
の
責
任
で
確
保
し
、

自
治
体
の
財
政
が
悪
化
し
な
い
よ
う
各
種
施
策

を
講
じ
る
こ
と
。

２
， 

医
療
・
福
祉
分
野
の
人
材
確
保
な
ど
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
対
策
、
農
林
水
産
業
の
再
興
、

環
境
対
策
な
ど
取
り
入
れ
、
平
成
24
年
度
地
方

財
政
計
画
・
地
方
交
付
税
総
額
を
確
保
す
る
こ

と
。

３
， 

国
と
地
方
の
税
収
配
分
を
５
対
５
を
実
現
す
る

税
源
移
譲
と
格
差
是
正
の
た
め
の
地
方
交
付
税

確
保
、
地
方
消
費
税
の
充
実
、
国
の
直
轄
事
業

費
負
担
の
見
直
し
な
ど
の
抜
本
的
対
策
を
進
め

る
こ
と
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る「
国
の
防
災
指
針
」の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

委員会報告

総
務
文
教

常
任
委
員
会

調
査
目
的

平
成
22
年
度
の
主
要
事
業
成

果
と
平
成
23
年
度
主
要
事
業

の
進
捗
状
況
調
査

調
査
日
時

平
成
23
年
６
月
27
・
28
日

第
１
日
目 

事
務
調
査

総
務
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
、
福
祉
課
、
保
健
課
、
学

校
教
育
課
、
生
涯
学
習
課
の

財
政
状
況
と
事
業
計
画
の
妥

当
性
、
事
業
状
況
を
聴
取

第
２
日
目 

現
地
調
査

○
神
石
中
学
校

校
舎
は
昭
和
45
年
建
築

Ｉ
Ｓ
値
０
．
31　

優
先
度
２

屋
内
運
動
場
は
昭
和
46
年
建

築
、
Ｉ
Ｓ
値
０
．
42　

優
先

度
４○神

石
小
学
校

校
舎
は
昭
和
41
年
建
築

Ｉ
Ｓ
値
０
．
37　

優
先
度
１

　

耐
震
補
強
不
可
能
な
の
で

早
急
な
対
策
が
必
要
。

○
神
石
支
所
機
能

町
民
課
と
出
納
分
室
と
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
同
居

○
高
蓋
診
療
所

午
後
２
時
か
ら
医
師
１
名
、

看
護
師
２
名
、
事
務
員
１
名

で
月
２
回
の
診
療

○
井
関
定
住
団
地

契
約
済
み
17
区
画
、
予
約
済

み
４
区
画
、
建
設
中
４
棟

○
豊
松
支
所

非
効
率
的
空
調
、
公
民
館
の

活
用
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

自
治
振
興
会
・
集
落
支
援
員

等
々
と
の
連
携
が
必
要
。

○
油
屋
診
療
所

油
屋
集
会
所
を
使
用
、
診
療

に
必
要
な
施
設
と
設
備
が
必

要　

22
年
度
診
療
患
者
数
は

１
８
２
人（
一
日
当
た
り
７
．

３
人
）

○
油
木
支
所

非
効
率
的
空
調
、
社
会
福
祉

協
議
会
・
公
民
館
・
集
落
指

導
員
が
同
居

○
放
課
後
こ
ど
も
事
業

三
和
小
学
校
地
域
の
三
和
教

室
を
視
察
、
運
営
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

○�「
豊
松
地
域
へ
の
常
設

診
療
機
関
の
設
置
」
を

求
め
る
陳
情
を
検
討

　

常
設
診
療
所
の
誘
致
は
困

難
で
あ
り
町
立
病
院
へ
の
よ

り
良
い
通
院
体
制
を
検
討
。

　

医
師
が
定
住
診
療
の
場
合

は
行
政
と
し
て
協
力
す
る
。

○
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な

議会常任委員会
まちの事業を総点検まちの事業を総点検

報告

交
付
金
事
業
で
事
務
室
の
改

修
・
渡
り
廊
下
・
大
会
議
室

を
新
設産

業
建
設

常
任
委
員
会

調
査
目
的

平
成
22
年
度
の
主
要
事
業
成

果
と
平
成
23
年
度
主
要
事
業

の
進
捗
状
況
調
査

調
査
日
時

平
成
23
年
７
月
７
日

調
査
内
容
・
場
所

○�

循
環
型
社
会
に
即
し
た

企
業
参
入
（
中
国
開
發

養
豚
場
）

循
環
型
社
会
の
流
れ
に
対
応

し
、
新
規
雇
用
も
行
わ
れ
て

新
し
い
形
の
企
業
参
入
と
し

て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
町

有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
、

地
産
地
消
の
推
進
と
い
っ
た

視
点
で
連
携
を
強
化
す
べ
き

で
あ
る
。

○
和
牛
の
里

施
設
整
備
、
飼
育
な
ど
着
々

と
事
業
が
進
展
し
各
施
設
は

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題　

施
設
運
営

の
全
体
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確

に
す
べ
き
だ
。
関
係
団
体
と

の
連
携
強
化
と
行
政
の
指
導

力
発
揮
の
施
策
展
開
が
必

要
。

　

後
継
者
育
成
へ
の
体
制
整

備
の
検
討
を
望
む
。

○
星
の
里
い
せ
き
定
住
団
地

環
境
整
備
も
完
了
し
、
販
売

促
進
の
施
策
が
展
開
さ
れ
順

調
な
販
売
契
約
状
況
だ
。

今
後
の
課
題　

販
売
戦
略

の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
販
売

促
進
と
、
定
住
者
が
な
じ
め

る
た
め
の
施
策
展
開
が
必

要
。○農

業
公
社

　

自
立
運
営
の
た
め
の
運
営

方
針
の
再
検
討
を
望
む
。

　
「
ト
マ
ト
工
房
」
は
加
工

品
販
売
拡
大
の
た
め
、
町
有

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
活
用

で
商
品
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
実

施
す
る
よ
う
望
む
。

○
産
直
市
場

　

さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
油
木
百
彩
館
、
神

石
高
原
ま
る
ご
と
市
場
の
各

産
直
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

さ
れ
良
好
な
経
営
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
従
業
員
の
接
客

態
度
に
疑
問
を
感
じ
る
店
舗

や
設
置
目
的
に
沿
っ
た
運
営

と
は
言
い
難
い
施
設
が
あ
っ

た
の
は
残
念
だ
。

今
後
の
課
題　

駐
車
場
の

拡
張
な
ど
利
用
者
の
利
便
性

向
上
の
必
要
性
。
生
産
者
の

高
齢
化
に
よ
る
商
品
の
固
定

化
や
出
荷
数
量
が
減
少
傾

向
。

　

品
質
管
理
が
不
十
分
な
店

舗
が
あ
っ
た
。
生
産
組
織
の

育
成
や
栽
培
指
導
の
強
化
、

集
荷
体
制
整
備
が
必
要
。

　

さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
ロ
ー
ソ
ン
な

ど
併
設
施
設
の
活
用
で
相
乗

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

産
直
３
施
設
の
同
一
視
点

で
の
経
営
分
析
が
必
要
。

○
災
害
復
旧
事
業
の

　

進
捗
状
況

　

平
成
22
年
７
月
発
生
の

「
忠
原
地
区
地
滑
り
災
害
」

の
復
旧
工
事
は
順
調
で
あ
る

が
被
災
者
の
将
来
展
望
が
も

て
る
施
策
展
開
を
望
む
。

中国開發　養豚場
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